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四
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れ
が
猢
他
的
に
作
用
す
る
と
と
：(

三)

政
治
的
支
配
(0
相
違
が
著
し
く
對
抗
的
意
識
を
-高
め
る
こ
_と
等
で
あ
る
0
私
が
前
揭
論
文
に
、

一
柯
が
政
治
上
分
裂
し
た
た
め
に
.細
分
化
の
傾
向
が
あ
る
,

と
を
指
摘
し
た
の
は(

七
八
頁
^
.

と
の
場
合
と
事
柄
は
異
な
る
が
、
本
赏 

は
同
じ
で
あ
る
。
も
し
麥
倉
村
そ
の
他
の
埼
玉
郡
.が
ー
時
古
河
領
か
ら
分
離
し
て
天
領
と
な
る
こ
と
が
な
か
つ
た
な
ら
ば
、
恐
ら
く
と 

、の
兩
岸
の
村
と
村
と
の
對
立
が
か
く
明
瞭
に
な
る
.こ
と
は
な
か
つ
た
で
あ
ら
ぅ
。
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『

梢
及
楮
，故
^』

は
王

- 1
製
紙
株
式
會
社
が
皇
紀
ニ
千
六
百
年
記
念
出
版
の
；ー，̂

し
て
今
卷
紀f

儿
節
を
卜
し
て
上
梓
せ
る
も
の
で
あ 

>
.

又
.『

三
^

及
び
三
極
紙
考』

は
同
會
社
が
其
の
如
妹
編
と
し
て
今
秋
明
治
節
に
當
つ
て
發
兌
せ
.る
も
の
で
あ
る
0
明
治
八
年
跬
單 

榮

一

.を
社
長
と
し
て
成
立
し
た
王
子
抄
紙
會
社
の
昔
か
ら
專
b

洋
紙
製
造
に
從
事
し
來
つ
た
王
子
製
紙
株
式
會
社
が
、
是
れ
等
馨
を 

佳
辰
記
念S

業Q
1

と
しV

議
し
て
世
に
送
つ
た
こ
と
は
、.
同
會
社Q

注
意
が
漸
く
和
紙
生
產Q

方
面
に
も
向
は
し
H

た
る
一 

靈

と

し

て

觀
i

得
可
f 
?
|

ぅ
。
明
治
維
新
以
来
、
洋
紙
全
盛
の
勢
ひ
S

せ
ら
れ
て
、
只
管
衰
滅
の
一
路
を
蟹
つ
へ 

あ
る
か
の
觀
が
あ
つ
た
我
が
和
紙
の
製
造
が
、
支
那
事
變
以
後
、
次
第
に
各
方
面
の
注
意
を
.喚

起

し

，
つ

、
I

の
時
、
同
會
社
が
其
の 

.
生
產
技
術
に
關
す
る
貴
重
な
る
文
献
資
料
を
藻
輯
發
兌
せ
る
こ
と
は
洵
に
時
宜
に
適
す
る
の
擧
と
稱
せ
ざ
る
を
得
な
いo

:

『

楮
及
び
桃
紙
考』

は
紙
話
會
同
人
關
彪
氏
の『

楮
文
學
及
楮
考』

、
茨
城
縣
大
子
營
林
署
長
矢
澤
賴
忠
氏
の『

褚
の
栽
培
と
褚
皮
の
生 

丨
產』

、.
元
内
閣
印
刷
局
抄
紙
部
長
佐
伯
勝
太
郞
氏
の『

楮
皮
及
び
三
椏
皮』

、
.
土
佐
の
製
紙
家
吉
弁
源
太
氏
の『

褚』

.
凡
そ
文
化
年
間
に 

王
子
製
紙
株
式
#

社

榻

毫

精

及

楮

紙

考

』『

一S

及
一
一
一
越
紙
考

』
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主
子
製
紙
梂
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齚
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楮
及
楮
紙
考
is

椏
及
三
椏
紙
考i
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二
六
：

(
U

三
四
四)

I紫
さ
れ
た
も
の
と
推
记
せ
»

ゝ
斯
の
も
の
せ
あ
っ
.て
今
日
に
茧
る
迄
未
だ
&
版
せ
.ら
る
1
こ
と
の
友
か
つ
た
農
政
學
者
大
藏
'永
常
の 

f

紙
補
必
用』

、
獨
逸
の
傅
物
，學
卷
に
1
て
§
.

た
る
エ
ン
ゲ
ル
べ
，ル
ト
^

ム
プ
ェ
ル
.

C
E
n
g
e
l
b
s

 

K
a
e
l
f
e
r
x

 Q:

有
名
な『

日
本
史 

認』

、，c

c)e
s
&
c
h
t
e

 

und 
Beschreibimg 

く
§
^

p
3n)

中
の「

m-」
(
K
a
a
d
s
i
}

を

J

千
七
百
.ニ

十
七

年
倫
敦
版
英
譯
本

一

千
九
雨
〇 

六
年
グ
ラ
ス
ゴ
ゥ
稷
刻
版 

T
h
e

 
History 

of 

Japan' together with.a d
e
s

-aption 

o
f<>
+
h
e 

K
i
n

oq
d
cB.of 

S
i
a
m
,

よ
り
拔
錄
せ

名
も
の
、
並
..び
に

F

楮
紙
標
本
小
註』
及
び
昭
和
元
年
以
來
の
作
付
段
別
、
收
獲
高
、
：價
額
及
び
.

1:

段
步
收
穫
高
を
示
せ
る
農
林
省
發
表 

の
楮
、
三
極
生
淹
鋒
訃
よ
り
成
る
も
の
で
あ
.る
。
而
し
て『

三
極
及
三
極
紙
考』

に
は
、
前
記
關
彪
氏
の『

三
極
考』

、
元
内
閣
印
刷
局
勤 

務
片
倉
健
四
郞
氏
の
！n
rii
及
び
三
極
紙
に
就
£

及
び『

三
極
及
楮
の
地
理
的
分
布』

、
.元
靜
岡
縣
庵
原
郡
書
記
瀧
正
十
；1氏
の『

一i

栽 

培
錄J

饼
豆
國
田
方
1

畠
村
の
農
_
双
«
皿
^
:#
;
氏
の『

_
香
培
ー
_

£
、
內
閣
印
刷
局
研
究
所
調
査
報
告『

三
極
皮
の
化
學
的
考 

査』

、
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
及
び
ボ
ン
大
學
敎
授
ョ
ハ
ン
•
ユ
ス
ッ
ス
•
テ
ィ
ン(

J
o
h
a
n
n

 Justus 

R
e
i
n
〕

が
一
千
八
百
八
十
一
屯
か
ら
六
萍
に 

互
っ
て
乘
府
で
出
版
し
た『

日
本』

(
J
a
p
a
n

 

Each 

K
e
i
s
s

 u
n
d

 
s
t
u
d
i
?

の
第
1
S-『

農
林
業
、
，
工
業
及
び
商
業』

(
L
a
n
d

 

§d 

Forstwirtschaft, 

Industrie 

g
d Ha

n
d
e
l
}

中
の
ー
'節
を
英
譯
本
よ
り
重
_
せ
る『

日
本
の
趴』

、双
び
前
記
大
藏
永
常
の
天
保
十
五
年 

の
著f

廣
益
國
淹
考』

の
木
版
本
よ
り
の
複
寫『

三
股
を
思
地
に
植
て
益
あ
る
事』

が
收
錄
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

.
「

上
杏
齋
部
氏
の
部
下
が
造
る
幣
帛
は
、麻
を
種
袅
て
靑
和
幣
を
織
々
、
逆
を
種
表
て
白
和
幣
を
織
り」

云
A
と
言
は
れ
た
、麻
と
並
ん 

で
神
代
以
來
の
織
物
股
料
で
あ
っ
太
楮
即
ち
穀
が
、
/
織
物
原
料
た
る
地
位
を
棉
に
讓
つ
て
、
專
ら
製
紙
原
料
と
し
て
使
用
せ
ら
る
、
に 

至
り
明
治
初
期
に
及
ぶ
迄
、
和
紙
は
即
ち
楮
舰
た
る
の
觀
を
呈
し
、
而
- ^

て
、
慶
長
以
前
よ
り
し
て
旣
に
使
用
せ
ら
れV

は
居
っ
た 

が
將
軍
家
治
の
明
和
時
代
浩
し
く
は
將
軍
家
齊
の
天
明
時
代
以
降
所
酈
駿
河
半
紙
の
原
料
と
し
て
其
の
使
用
高
を
增
加
し
、
次
い
で
明 

治
十
年
の
頃
，，初
代
印
刷
局
長
即
ち
當
時
の
紙
幣
頭
得
能
良
介
氏
に
よ
っ
て
印
刷
局
抄
紙
部
、
即
ち
當
時
の
大
藏
省
紙
胄
罾
に
於
い
て

丨
.

 

. 

.

.

.

 

.

 

.

 

•
 

我
が
紙

|
用
紙
抄
造
の
原
料

£
て
採
用
せ
ら
れ
て
ょ
り
漸
く
其
の
：眞猶

|
め
|

た三
.極

に
よ

|
に
其
|
^

駕
.せ
ら
れ
，
&
ヵ

て

潭

紙

暴

Q

時
代
と
爲
る
に
.及
i
で
、
。ハ
ル
プ
、
議

類

に

.其
の
道
鐘
/っ
て
、
製
紙
原
料
と
し
て
の
將
來
抓

を
失
ひ
、
其
の
栽
培
地
雨
積
も
漸
次
俄
下
す
逢
f

の
經
路
を
，知
I

決
し
て
興

味

.

I

業

で

は

な

い

。

.
而

し

て

又

、

『

日

本

書

紀

に
'は
报
古
天
皇
の
十
八
年
舂
三
月•

高
麗
の
霞

|徵
來
朝
し
て
紙
墨
を
作
っ
た
こ
と
が
記
さ
.れ
、
持
菱
皇
の
朱
雀
三
年
に
は
令
一
一
ふ

1

|

諸
司
に
班
ち
|

_

令
に
.は
.：
圖
I

墨

紙
手
四
人
あ
り
、
蠢

を

造

る

を

c

f
、.
叉
紙
戶
あ
っ
.て
囊
に
從
事
し
> 
口

っ
紙
を
以
っ
て
調
の
副
物
.と
爲
し
、
延
長
筆
十
一
一
月
に
撰
定
を
終
っ
た
延
喜
式
'に
は
、
諸
國
の
別
貢
及
び
中
與
作
物
に
紙
を
貢
.
^

し
め
'

又
諸
國
よ
り
靈
す
る
麻
•
穀
皮
、
斐
皮
.、• «
等

の

材

料

を

以

っ

て

朝

暨

轄

の

下

に

年

料

と

し

て

凡

そ

ニ

萬

張

の

紙

を

造

、

」

し

め

定

數

，■
以̂
っ
て
諸
司
の
間
に
配
分
せ
し
め
た
る
が
如
き
、
飛
鳥
朝
及
び
'奈
良
朝
時

代

に

は

專

ら

朝

廷

の

力

に

依

っ

て

發

達

し

/

布
せ
る
我
が
製
紙Q

術
が
、
平
_

時
代
I

っv
:
f

 

|

し
、
_

製
I

ん
I

■

普
及
し
、
就
中
.
義
紙
の
名
殊
に
直

力
っ
た
.のP

あ
る
が
：
其
の

.供
給
は
需
要
'に
應
ず
る
こ
と
能
ぬ
ず
し
て
、鎌
倉
時
代
よ
り
姑
利
時

代

に

褂
け

て

其

の

不

足

愈

々
著
し
く
、

.應
：
仁
め
大
亂
以
後
美-^
紙Q

如
I

領
主
土
岐
氏
の
獎
働
I

け
て
益
々
發
達
を
見
、
紙
の
特
殊
市
場
成
立
し
、
近
江
商
ん
の
手
を
經

て
”
央
に
進
出
し
、
、
紙

跑

の

構

成

を

見

る

こ

と

赢

り

.、
德
川
時
代
に
人
っ
て
は
其
の
需
要
更
ら
.に

|:

曆
增
加
す
る
と
共
に
、
幕

府

o

獎
勵
を
受
け
為
の
栽
培
盛
ん
に
行
は
れ
、
■紙
の
商
品
生
馨
し
く

霞
し
な
が
ら
も
、
猶
ほ
依
然
と
し
て
，S

の
方
法
に
よ

っ
て

行

は
れ
ブ
其
の
/-，.

*

^

泰
^
§
^
叙
技
術
の
渡
來
に
伴
ひ
、
和
紙
の
製
造
H

-/
A
、い
て
も
機
械
の
.使
用
を
見
る
に
至
り
、
又
、
農
家
の
副

業
藩
の
專
賣
劳
し
く
は
個
人
企
業
と
し
て
經
營
せ
ら
れ
て
來
た
和
紙
製
造
に
も
或
ひ
は

# >
社
組
織
に
よ
る
も
の
導
れ
、
或
ひ
は
產
嘴

紐
合
の
力
を
借
f

 Q

を
生
じ
，
而
し
て
原
料Q

 g

に
於
い
て
も
種

姿

袭

用
品
，

Q
.
I

量

る

皇

S

Q
事

馨
注

視

す

る
は

經
濟
费
に
取
っ
て
決
し
て
無
用
の
奪
は
あ
る
ま
い
。
吾
人
は
麻
及
び
.雁
皮
と
共
に
栽

が

.歷

史
的
製
紙
原
料

だ

る

楮
及
；び

一
一

一極
に
關
.

3-
:
子
艇
紙
株
式
會
織
貘
籍
及
愉
紙
考

』『

三
椏
及
ー5

紙
考』

'
:
,
.
:.
て

こ

へ
.
:
.
-
'
.
:

-.
:「

ニ
:̂
:
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•
王
子
製
紙
採
式
分
社
：！
裳
€
梢
汲
摘
紙
考』

3
椏
及
三
權
紙
2
 

I 
二

人

(

£

5
六) 

す
る
古
來
の
文
献
資
料
が
收
P
和
行
せ
ら
れ
た
る
と
と
を
欣
び
、
栽
に
一
言
紹
介
の
辭
を
述
ぶ

る̂
.
の
で

あ

る

。

.

.〈

王
子
製
紙
株
式
會
社
麗
部
總
務
課
發
行
。
前
書
定
價
贰
圓
五
十
錢
.

後
書
參
圓)

前號

(f

通

)

.
目

0
自
動
庳
交
通
事
業
法
の
改
正
.̂就
て
增
井

.
幸
雄

_
國
防
經
濟
欲
來
の
調
達.

-.
.
I

國
防
經
濟
の
洱
坐
產
過
程

-

@
H

I*
マ
ン
ド
•.ホ
ィ
ッ
テー

力
I

著

『

經

濟

觀

念

史』 

⑥

江

月

下

肥

収

引

纪

つ

S
V

.——
(

社
塞
濟
史
資
料
紹
介
：5

1
:

#

古

版

經

濟

：書

解

題'

'

:

:,

,
.
.

.

一
千
六

W

十
五
年
版
‘

n

パ

ー

ト

。
キ

ー

ル

著

『

ト
レ
1
ツ*

イ
ン
ク
リ~

ス』

'

.

/■
■.
 

、

®
杉

榮

著「

现

論

統

計

學

研

究

」

#
塚

拟

仁

藉
1
人

P
統

計

論|

武
村

忠
雄

本
地
现
M
の
研
究
と
國
土
計
畫
，

小

.
a

.榮次

'

高

橋

誠

-
郞 

野

村

兼

太

郞

S

誠

1 ..

郞

:

寺

尾

琢

磨
 

.寺

尾

- :
琢

磨
-

m

税

兆

©

_

1

'

册

定

價

金

览

拾

：
錢
：

.

：郅
税
.
念
s

i/
f

M

 

©

半 

>
.年

分

.金

贰
M
九

请

錢一 

@ I

ヶ
年
分
金
蒐
圓
四
拾
：錢

I 

. 

_

_

_

_

0

編
輯
及
び
事
務
に
關
す
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